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 はじめに 
 

 札幌市では、年々少子高齢化が進み、超高齢社会が進展していくことに伴い、令和

３年には初めて人口減少に転じ、さらに今後は団塊の世代をはじめとした多くの方々

が寿命を迎えられる、「多死社会」に差し掛かっています。 

 

 多死社会特有の課題である「火葬場の混雑」「無縁墓の増加」などに対応し、市民の

みなさんの不安を解消するため、そして、いつか誰もが関係する火葬やお墓のことを

自分事として考えるきっかけにしていただくため、「札幌市火葬場・墓地のあり方基

本構想」を令和２年３月に策定するとともに、「札幌市火葬場・墓地に関する運営計

画」を令和４年３月に策定し、各種取組を進めてきました。 

 

 このたび、「札幌市火葬場・墓地に関する運営計画」に続く計画として「第２次札幌

市火葬場・墓地に関する運営計画」を策定しました。この第２次計画では、引き続き、

基本構想で掲げたビジョン（将来の目指す姿）「みんなが尊厳ある葬送を実現できる

まち～葬送に不安なく、安心して暮らし続けるために～」の実現に向けて、札幌市の

取組を進めていくものとしております。 

 

 また、ビジョンの実現には、市民のみなさんや葬祭事業者をはじめとする事業者の

方々のご協力が必要となります。札幌市も情報提供や対話等の機会を通じて、みなさ

んのご意見を反映しながら取り組んでまいります。 

 

みなさんもお墓のことについて調べたり、家族と話し合ったりするなど、今まで以

上に自分事として考え、取り組んでみてはいかがでしょうか。 

 

  みなさん自身や身近な人のために 

 まずはできることから始めていきましょう。 

 

令和●年(●●年)●月 
 

  

調整中 
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 第１章 第２次運営計画の概要 
 

１ 計画策定の目的・趣旨 
札幌市では年々少子高齢化が進み、超高齢社会が進展していくこと等に伴い、令和

３年には人口減少局面に移行するなど、団塊の世代をはじめとした多くの方が寿命を

迎える多死社会1に差し掛かっています。 

多死社会で懸念される「火葬場の混雑」「無縁墓の増加」などの課題に取り組むた

め、「札幌市火葬場・墓地のあり方基本構想」（計画期間：令和２年度～令和 16 年度）

を令和２年３月に策定するとともに、「札幌市火葬場・墓地に関する運営計画」（計画

期間：令和４年度～令和７年度）を令和４年３月に策定しました。 

「札幌市火葬場・墓地に関する運営計画」では、市民の意識醸成、多死社会に対応

した火葬場、少子高齢社会に対応した墓地の各分野で着実に取組を進めてきました。 

その結果は、火葬場入場前の車内待ち時間の短縮や無縁化が疑われる墓の割合の減

少などの形となって表れてきています。今後は、さらに高い水準を目指して今までの

取組を継続するとともに、火葬場の施設整備や安全で利用しやすい市営霊園への改善

など、各種課題に取り組んでいく必要があります。 

一方で、新型コロナウイルス感染症の経験を経て、葬儀は少人数で行われる直葬や

家族葬を希望する人が増えたり、お墓は自分の子や孫の世代の負担にならないよう合

葬墓や樹木葬が人気を集めるなど、市民ニーズが急速に変化し、新たな課題が生まれ

ています。 

そのため、原点に立ち返り、基本構想で掲げたビジョン（将来の目指す姿）「みんな

が尊厳ある葬送を実現できるまち～葬送に不安なく、安心して暮らし続けるために～」

の実現に向けて、「札幌市火葬場・墓地に関する運営計画」に続く計画として「第２次

札幌市火葬場・墓地に関する運営計画」を策定します。 

 

２ 計画の位置付け 
 本計画は、札幌市の最上位計画である「札幌市まちづくり戦略ビジョン」の方向性

を踏まえた保健福祉分野の個別計画の一つとして、関係条例や他分野の計画等とも整

合を図りながら定めています。（図 1-1） 

 

1 【多死社会】高齢者が多くなった後に訪れると予測される社会の形態のことで、基本構想、本計画

では、「高齢化が進んで死亡者数が非常に多くなった社会」を表しています。 
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３ 計画の対象期間 
 基本構想は対象期間を令和２年度（2020 年度）から令和 16 年度（2034 年度）の

15 年間、第１次計画は対象期間を令和４年度（2022 年度）から令和７年度（2025 年

度としています。 

 本計画は、第 1 次計画に続く第２次計画として、令和８年（2026 年）4 月から令和

13 年（2031 年）3 月までの５年間を対象期間とします（図 1-2）。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

【図 1-1 本計画の位置付け】 

【図 1-2 運営計画の対象期間】 
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４ 基本構想と運営計画について 
 基本構想では葬送に関して札幌市が目指すべきビジョン、それを受けた施策分野ご

との基本目標と、施策の方向性を定め、第１次計画では、基本構想を受けて、施策分

野ごとの「現状と問題点」及び「分野別の取組」を定めました。 

 第２次計画では、第１次計画の評価を行った上で、その流れを引き継ぎ、施策分野

ごとの「現状と問題点」を再整理し、それを踏まえて検討した「分野別の取組」を示

しています。 

 

 

 
 

【図 1-3 基本構想と運営計画の関連性】 
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第２章 第１次計画の評価 
  

第１次計画で掲げた取組については、「計画」「実施」「評価」「公表」というサイ

クルで、その各段階については、基本構想に基づき設置された「札幌市火葬場・墓

地のあり方推進協議会」と連携して推進してきました。 

以下に、基本構想で定めた基本目標ごとの「主な取組」「成果指標・参考指標の状

況」「成果等」についてまとめました。各指標の評価は A：目標を概ね達成・達成見

込 B:前進 C：横ばい、後退 としています。 

 

１ 市民の意識醸成 
【主な取組・成果等】 

Ⓐ葬送に対する市民ニーズの把握 

【取組】 

➢ ワークショップ 

・「生きがい終活のススメ」 

・「葬送ワークショップ」 

➢ 各種アンケート調査 

・インターネット調査 

・イベント参加者アンケート等 

【成果】 

➢ 対話型のイベントによる市民の声の収

集・深掘りができた 

➢ 参加者から「大変勉強になった」など高

い評価を受けた 

➢ インターネットアンケートにより市民の

葬送についての意識を定量的に確認した 

【課題】 

➢ 葬送に対する関心の高まりに伴う市民意

識や需要の変化を引き続き把握する必要

がある 

 

Ⓑ葬送に関する情報提供 

【取組】 

➢ 終活セミナー 

➢ 葬送・終活シンポジウム 

➢ 出前講座 

➢ パネル展 

➢ X（旧 Twitter） 

➢ ホームページ 

➢ 啓発動画 

➢ 広報さっぽろ 

【成果】 

➢ 料金制度の見直しに係る市民議論のほ

か、終活や葬儀社の選び方など関心の高

いテーマ、目に触れる機会の少ない棺や

旅立ちの衣装等の展示、斎場見学など、

様々な手法や各種媒体による情報提供 

➢ 火葬場・墓地の現況や市の取組に対する

市民の関心の高まり 

【課題】 

➢ 成果指標（葬送に関する行動をしている

市民の割合）への反映には時間をかけて



11 

継続的な取組が必要 

➢ 市民の求める「信頼性の高い情報」の発信 

➢ 火葬場・墓地施策への市民理解 

 

【成果目標・参考指標の状況】 

 指標 初期値 現在値 目標値 評価 

成果指標 
葬送に関する行動をしている 

市民の割合 

38.6% 

（2020 年度） 

32.9% 

（2023 年度） 
50.0% Ｂ 

参考指標 

X（旧 Twitter）フォロワー数 － 
20 件 

（2024 年度） 
500 件 Ｃ 

ホームページ閲覧数 
3,347 件/年 

（2020 年度） 

11,436 件/年 

（2023 年度） 
5,000 件 Ａ 

 

２ 多死社会に対応した火葬場 
【主な取組・成果等】 

Ⓒ里塚斎場の建替・改修手法 

【取組】 

➢ 里塚斎場再整備手法の検討 

➢ 再整備までの混雑緩和策の一つとしてロ

ビーのレイアウト変更の実施 

【成果】 

➢ 複数の整備手法案について、諸室構成、建

設候補地の状況、事業の競争性、概算費用

等の面から比較検討した 

➢ ロビーのテーブルが満席になる時間帯が

減少した 

【課題】 

➢ 現施設は老朽化が進んでいる 

➢ 構造上の問題を抱えている 

➢ 再整備に関して地域住民の理解を得る必

要がある 

 

Ⓓ火葬場の友引開場 

【取組】 

➢ 友引開場調査（他都市の先行事例、葬祭

事業者へのアンケート等）の実施 

【成果】 

➢ アンケートにより葬祭事業者の友引開場

への需要意識や対応を確認した 

➢ 必要経費や火葬需要等を推計した 
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Ⓔ火葬場の予約システムの導入 

【取組】 

➢ 火葬場予約システムの導入 

【成果】 

➢ 到着順から予約制へ運用を変更した 

➢ 入場等の待ち時間が低減した 

 

Ⓕ火葬場の運営手法の検討 

【取組】 

➢ 山口斎場第２期事業の運営手法の決定・

事業者の選定・契約 

【成果】 

➢ 第１期事業の評価や、第２期事業の VFM

（財政縮減効果）などを検討した 

➢ 第２期事業の事業期間（10 年間）、事業方

式（PFI の RO 方式）を決定した 

【課題】 

➢ 第２期事業終了後の設備更新を伴う大規

模改修の実施方法と事業方式（PFI、指定

管理等）を検討する必要がある 

 

Ⓖ火葬場の広域利用についての協議 

【取組】 

➢ 連携中枢都市圏の各市町村との情報共有

等 

➢ 広域連携に関する調査研究 

【成果】 

➢ 広域利用に関する検討会議において情報

共有を行った 

➢ 連携による火葬場建設・改修費用の縮減

の可能性等について調査した 

【課題】 

➢ 大規模修繕、災害時の具体的な連携内容

については未定となっている 

 

Ⓗ火葬場の収入及び施設整備や運用改善に係る費用の見直し 

【取組】 

➢ 火葬場使用料の改定（市民有料化、特別

控室値下げ） 

【成果】 

➢ 火葬場運営の収支改善及び特別控室の利

用率向上と混雑緩和に向けた料金制度の

設計を行った 
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その他の取組 

【取組】 

➢ 残骨灰及び集塵灰の無害化処理 

【成果】 

➢ 一連の処理スキームを確立した 

➢ 残骨灰槽の長寿命化を実現した 

➢ 有価物引取収入を火葬場運営経費に活用

している 

【課題】 

➢ 一度に処理するのが困難な多量の残骨灰

を保管している 

 

【成果目標・参考指標の状況】 

 指標 初期値 現在値 目標値 評価 

成果指標 
火葬場入場前の車内待ち時間

の抑制 

64 分 

（2020 年度） 

23 分 

（2024 年度） 
30 分 Ａ 

参考指標 

里塚斎場の整備計画策定 
－ 

（2020 年度） 

検討中 

（2024 年度） 
計画策定 Ｂ 

友引開場の実施 
－ 

（2020 年度） 

検討中 

（2024 年度） 
開場 Ｂ 

予約システムの導入 
－ 

（2020 年度） 

導入済 

（2024 年度） 
導入 Ａ 

山口斎場の時期運営手法の決

定及び事業者選定・契約 

－ 

（2020 年度） 

選定中 

（2024 年度） 

選定・ 

契約 
Ｂ 

さっぽろ連携中枢都市圏の各

市町村との協議・情報共有の実

施 

－  

（2020 年度） 

実施 

（2024 年度） 
実施 Ａ 

料金体系の見直し 
－ 

（2020 年度） 

見直し済 

（2024 年度） 

新料金体

系の施行 
A 

 

３ 少子高齢社会に対応した墓地 
【主な取組・成果等】 

Ⓘ市営霊園及び旧設墓地の無縁墓への対応 

【取組】 

➢ 戸籍調査 

➢ 手続き勧奨の通知文送付 

➢ 連絡を促す看板の設置 

【成果】 

➢ 無縁化が疑われる墓が約 21％（R2）から

約 10.2%（R6）に減少した。 

【課題】 

➢ 無縁化が疑われる墓は今後も多数発生す

ると予測されるため継続した対応が必要
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である。 

➢ 無縁化を未然に防ぐ更なる対応が必要で

ある。 

➢ 無縁墓と整理するには民法上の扱い、費

用負担などについて慎重な検討が必要で

ある。 

 

Ⓙ市営霊園の改修や機能の統廃合 

Ⓚ市営霊園の運営手法 

Ⓛ合葬墓の運用方法 

【取組】 

➢ 管理事務所の建替を検討 

➢ 新しい合葬墓の整備を検討 

➢ 里塚霊園内の市道認定未了部分の確定測

量の実施 

➢ 合葬墓の運用方法の検討 

【成果】 

➢ 新合葬墓・里塚霊園管理事務所建替の基

本計画策定に向けた検討を進めた 

➢ ライフスタイルの多様化を踏まえた合葬

墓の利用条件を整理した 

【課題】 

➢ 市営霊園の返還区画数が近年急増傾向に

あるなど墓地需要の変化の兆候がある 

➢ 市営霊園の利便性向上 

 

 

Ⓜ旧設墓地の管理方法 

【取組】 

➢ 案内看板の設置 

➢ 戸籍調査 

【成果】 

➢ 無縁が疑われる墓の割合が減少した 

【課題】 

➢ 依然として多数の無縁化が疑われる墓が

存在している 

➢ 未許可墓が存在している 

➢ 安定的な維持管理が必要である 

 

 

Ⓝ市営霊園の新たな管理料制度 

【取組】 

➢ 清掃手数料を見直し、新たな管理料制度

を導入 

➢ 債権管理体制の構築 

【成果】 

➢ 霊園基金の収支改善に向けた料金制度の

設計を行った 
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Ⓞ民間墓地・納骨堂に対する指導等 

【取組】 

➢ 民間墓地経営者との経営指導会議の実施 

➢ 経営状況報告を活用した調査審議 

【成果】 

➢ それぞれの民間墓地が抱える課題の改善 

➢ 経営状況報告の内容に疑義のある納骨堂

への指導 

【課題】 

➢ 経営状況報告の内容の疑義が解消されて

いない納骨堂が存在 

 

【成果目標・参考指標の状況】 

 指標 初期値 現在値 目標値 評価 

成果指標 
無縁墓及び無縁化疑いの墓の

割合 

21％ 

（2021 年度） 

10.2% 

（2024 年度） 
13% Ａ 

参考指標 

改修方針の決定（市営霊園） 
－ 

（2021 年度） 

検討中 

（2024 年度） 
方針決定 Ｂ 

運営手法の決定（市営霊園） 
－ 

（2021 年度） 

検討中 

（2024 年度） 
決定 C 

新増設した合葬墓の運用 
－ 

（2021 年度） 

検討中 

（2024 年度） 

新しい 

運用の 

決定 

B 

旧設墓地の管理料制度導入可

否の決定 

－ 

（2021 年度） 

検討中 

（2024 年度） 
決定 C 

市営霊園の新管理料制度の決

定 

－  

（2021 年度） 

決定 

（2024 年度） 
決定 Ａ 

審議会において経営状況を調

査審議した民間墓地・納骨堂の

数 

－ 

（2021 年度） 

４件 

（2024 年度） 
４件 A 
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 第３章 札幌市の葬送を取り巻く 

     現状と問題点 
 

１ 葬送に対する市民の意識について 

■アンケート調査から見る市民の意識 

平成 30 年度（2018 年度）に札幌市の斎場・霊園の利用者を対象に行ったアンケー

ト調査では、終活について約 75%が「自分や身近な人が残りの人生をより良く過ごす

ことに繋がる」という肯定的な印象を持っていた一方で、「実際に終活をしている」人

は約 25%にとどまるという結果になりました。 

令和５年度（2023 年度）に調査会社のモニターに登録している札幌市民を対象に

行ったインターネットアンケート調査では、「ご自身や家族・親族が亡くなった時に

備えて、実際に行動したり準備したりしていることがある」人は約 33%という結果に

なりました。 

 

 

  

【図 3-1-1 終活に対する印象と実践状況】 

      
  

   
    

          
      
     

          
     

    
     

     
     

   
    
   
    
     

      
    

     
    

      
    

                                    

                    調         
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■ワークショップから見る市民の意識 

 令和５年度（2023 年度）に葬送ワークショップを開催し、里塚斎場・里塚霊園を

見学した後、葬送に対する意識や火葬場・墓地について意見を聞きました。 

また、令和６年度（2024 年度）に終活ワークショップ「生きがい終活のススメ」

を各区で開催したところ 122 名が参加し、葬送への興味・関心が高いことが分かり

ました。 

参加者を年代別に見てみると、70 代の方の参加が最も多く、次いで 60 代、80 代

となっており、比較的若い世代の参加者は非常に少なくなりました。また、女性の

参加者が 4 分の 3 を占めました。 

 

 

 

 

 

【図 3-1-2 葬送に関する行動】 
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 問題点  

●終活のメリットを感じていたり、終活をしたいと感じているものの、手順や方法が

分からず、実際に終活をすることができていない方がいる状況です。 

●比較的若い世代についても早くから葬送に関心を持ってもらうことが必要です。 

●従来の墓地から樹木葬や海洋散骨などの新たな葬送スタイルへ市民ニーズが変化

してきていますが、情報の収集が難しい状況です。 

 

 問題点を踏まえた今後の考え方  

○札幌市の関係部署に加え、民間墓地経営者や葬祭関連事業者等と連携して、市民へ

の情報提供に努めていきます。 

○比較的若い世代など、対象を絞った情報発信について検討します。 

〇火葬場・墓地の課題解決に向けて、札幌市の取組を市民へ周知・啓発を行うととも

に、市民と札幌市の間で対話の機会を持ちながら進めていきます。 

【図 3-1-3 終活ワークショップの参加者属性】 
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２ 火葬場 

（１）火葬件数の増加 

■ 札幌市の火葬場における火葬能力について 

 札幌市には里塚斎場と山口斎場の２か所の火葬場があります。その概要は表 3-2-1

のとおりです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 火葬件数の増加に伴う問題点について 

 札幌市の火葬場における１年間の火葬件数は、平成 12 年度(2000 年度)以降増え続

けており、令和６年度(2024 年度)には過去最大の 26,421 件となりました。今後、多

死社会が進行することで火葬件数がさらに増え、令和 36 年度(2054 年度)には最大値

の約 32,800 件に達すると予測されます（図 3-2-2）。 

  

                            

  
      

                               

                    
                          

                                  

※火葬能力：現在の運用、構造、市民の慣習を踏まえ、安定的に火葬できる件数（設計時の件数）。

下記の計算による。 

  里塚斎場：炉数 30 炉 × 使用回数 2 回/日 

  山口斎場：炉数 29 炉 × 使用回数 2.5 回/日 

【表 3-2-1 火葬場の概要】 

■運用 

・予約制（インターネット上で 24 時間 365 日予約可）     

・受付は 9時 30 分から 15 時の間 

・元日及び友引日の一部は休場日 

・札幌市民の火葬は 16,000 円 、札幌市民以外は 54,000 円（2026.4 月～） 
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 問題点  

●既に１施設のみで火葬できる件数を超えています。 

●火葬場は 20 年程度で平成 19 年度（2007 年度）～20 年度（2008 年度）に里塚斎場

で実施したような大規模改修が必要です。 

●火葬件数は令和 36 年度（2054 年）に約 32,800 件/年の最大値に達し、その後は緩

やかに減少することが見込まれます。 

 

 問題点を踏まえた今後の考え方  

○休止を伴う改修は火葬需要への対応が困難となるため、二つの火葬場を継続して稼

働させる必要があります。 

○火葬場整備にあたっては、多くの時間と費用を要することから、火葬件数の需要予

測を踏まえて最適な計画とする必要があります。 

  

            
 

    

     

     

     

     

     

     

   

                                

                        

         
       
      

                
                 

【図 3-2-2 年間火葬件数の推移】 
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（２）里塚斎場の構造上の問題と経年化 

■構造上の問題点 

 近年、火葬件数が増加してきたことにより、いくつかの構造上の問題点が指摘され

ていました。その中で、待合ロビーの混雑や収骨待ちの発生については、待合ロビー

のレイアウト変更や火葬場予約システムの導入等により一定程度改善を図ってきた

ところです。 

しかし、図●●に示すような火葬棟と待合棟が１つの渡り廊下でつながっているた

め、待合棟へ向かう人と火葬棟へ収骨に向かう人が交錯するという問題が依然として

残されています。 

 

■経年化 

 昭和 59 年（1984 年）に供用を開始した里塚斎場については、供用開始から約 40

年が経過し経年化が進んでいます。また、平成 19 年度（2007 年）～平成 20 年度(2008

年)に実施した大規模修繕において、火葬炉の更新を行っていますが、温度変化が激

しく傷みやすいため、この際に更新した火葬炉についても 25 年が経過する令和 16 年

（2034 年）頃には入替が必要です。 

 

 

 

  

【図 3-2-3 里塚斎場の見取図と構造的な問題点】 

 

■構造的な問題点 

火葬棟と待合棟が 1 つの渡り廊下でつながっており、 

待合棟へ向かう人と、火葬棟へ収骨に向かう人が交錯 
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 問題点  

●待合ロビーの混雑や収骨待ちの発生といった問題は、一定程度改善されたものの、

火葬棟と待合棟に向かう人の交錯する問題については解消されていません。 

●里塚斎場の建物自体が築 40 年を超えたことに加え、火葬炉の入替が必要な時期が

近づいています。 

 

 問題点を踏まえた今後の考え方  

 

○建築物や設備の供用年数や、施設の構造上の問題点を踏まえ、里塚斎場の再整備計

画を策定します。 
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（３）山口斎場の大規模改修に関する問題 

 山口斎場は、本市で初めての PFI 事業として、平成 15 年度（2003 年度）から令和

7 年度（2025 年度）までの 23 年間にわたり、民間事業者が運営しておりました。 

この事業では、高い水準の維持管理が行われており、令和 4 年度（2022 年度）に

実施した施設設備の検査において、火葬炉については、事業期間終了後 10 年間は問

題なく使用できることがわかりました。 

そのため、第２期 PFI 事業では、火葬炉の入れ替えを行わず、令和 8 年度（2026 年

度）から令和 17 年度（2035 年度）までの 10 年間を事業期間として民間事業者が施

設の修繕と運営を行います。 

 第２期事業の終了時期には、機械設備、電気設備の更新が必要となるほか、火葬炉

についても入替など、大規模改修の必要がありますが、これについては、施設全体を

運営しながらの更新は困難となります。大規模改修にあたっては、その後の運営と併

せて実施手法を検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆第２期札幌市山口斎場運営維持管理事業（期間：10 年間） 

①運営業務 

 利用者受付、公金徴収、告別、炉前、収骨、特別控室提供・売店等運営等 

②維持管理業務 

 建築物保守管理、建築設備保守管理、清掃、植栽・外構維持管理、警備、除雪、備品等整備 

③火葬炉運営業務 

  炉室 

④火葬炉維持管理 

 火葬炉保守管理 

 

 
 

 

   

   
      

     
         

        

     

     
     
  

     
  

       
     

     
       
        
          

【図 3-2-4 山口斎場のPFI の事業範囲】 
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 問題点  

●第２期 PFI 事業が終了する令和 17 年度（2035 年度）頃には、機械設備・電気設備

の更新や火葬炉の入替などの大規模改修が必要です。 

●施設全体を運営しながらの大規模改修は困難であるため、その実施方法について運

営手法と併せて検討する必要があります。 

 

 問題点を踏まえた今後の考え方  

○令和 17年度（2035 年度）以降の大規模改修の実施方法について検討します。 

〇大規模改修後の運営手法について検討します。 

 

（４）火葬場の広域利用に関して 

札幌市は、近隣の 11 市町村との協議などを行い、令和元年（2019 年）３月、さっ

ぽろ圏の中長期的な将来像や、将来像の実現に向けた具体的な取組を掲載した「さっ

ぽろ連携中枢都市圏ビジョン」を、令和６年（2024 年）3 月にはその後続の計画とな

る「第２期さっぽろ連携中枢都市圏ビジョン」を策定しました。 

火葬場についても取組の一つとして掲げていることから、令和４年度より「火葬場

の広域利用に関する検討会議」を開催し、各市町村の抱える火葬場の課題についての

情報共有や協力・連携を図っています。 

札幌市の火葬場では、札幌市民以外の利用も受け入れており、令和６年度（2024 年

度）では火葬件数全体のうち、市民以外の方の火葬件数は全体の 7.7％を占めていま

す（表 3-2-5）。 

 

 

 
 

特に、北広島市は里塚斎場の利用について平成 28 年度に協定を締結しているほか、

石狩市は、石狩市民が山口斎場を利用した際の火葬場使用料について補助を行ってい

るなど、特に関係が深く、北広島市、石狩市は、広域圏域在住者の火葬件数の半数以

上を占めています。 

他の自治体とは協定等は締結していないものの、一定件数の火葬を行っています

（表 3-2-6）。  

【表 3-2-5 札幌市民と市民以外の火葬件数実績と割合（2024 年度）】 

出典：札幌市 
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令和６年度には、さっぽろ連携中枢都市圏における連携内容の検討に向け、他の連

携中枢都市圏における火葬場やその他公共施設の連携事例の調査を行いました。その

結果、複数市町村と共同利用することが明確になっている等の諸条件を満たすことで、

施設の改修や火葬炉の更新にあたっては、平成 22 年度に北海道で創設された「地域

づくり総合交付金」を活用できる可能性があることが分かりました。 

  
【表 2-2-8 第２期さっぽろ連携中枢都市圏ビジョンの概要】 ■趣旨・目的 

  全国的に、人口減少や少子高齢化などの社会経済情勢の急速な変化が進み、また、国内各地域と
の競争が激化するなか、札幌市、小樽市、岩見沢市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、
当別町、新篠津村、南幌町及び長沼町の８市３町１村からなる、この圏域においても、近い将来、
圏域全体の人口は減少局面に入り、高齢化率も急激に上昇することが推計されています。 

  今後、財源や担い手の不足により、圏域内市町村の経済基盤や行政サービスの維持が困難となる
ことが予想されており、圏域内の活力を維持し、魅力あるまちづくりを進めるためには、圏域内の
さまざまな資源を活用した連携の強化のほか、行政のコスト削減や運営の効率化が必要であると考
えられます。 

そこで、札幌市と交流人口の規模や経済、社会、文化、住民生活等において密接な関係を有する 
11 市町村との間で、「さっぽろ連携中枢都市圏」の形成に向けた協議を進め、2018 年 11 月には、
札幌市が「連携中枢都市宣言」を行ったところです。 
「さっぽろ連携中枢都市圏」では、構成する市町村の密接な連携と役割分担の下、それぞれの特徴
を活かしながら、「圏域全体の経済成長のけん引」、「高次の都市機能の集積・強化」、「圏域全体の生
活関連機能サービスの向上」の３つの役割に取り組んでいきます。 
本ビジョンは、中長期的な圏域の将来像を示すとともに、連携市町村とその姿を共有しながら、

将来像の実現に向けた具体的な取組を計画的に推進するために策定するものです。 

■構成自治体 
 札幌市と近隣 11 市町村（小樽市、岩見沢市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、当別
町、新篠津村、南幌町、長沼町） 

【表 3-2-6 広域圏域在住者の火葬件数実績と割合（2024 年度）】 

出典：札幌市 
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今後の考え方  

〇近隣の市町村と引き続き情報共有及び協力・連携を行います。 

○火葬場の広域利用に関する各自治体の意向について、会議等を通じて確認し、どの

ような対応が可能か検討します。 

 

（５）残骨灰等の取扱について 

  収骨後に残った灰である残骨灰及び集塵機により集められた集塵灰はダイオキ

シン類等の有害物質を含んでいることから、溶融処理等により生活環境保全上支障

がないよう適切に処理することが求められています。札幌市では、故人の尊厳に配

慮して、残骨灰等を宗教的感情の対象として取り扱っており、生活環境保全上の支

障を及ぼさない構造を持つコンクリート製の残骨灰槽に保管してきました。 

  近年、地震や台風、ゲリラ豪雨等の災害が増えており、万が一、残骨灰槽が損壊、

浸水した場合も、安全・安心を確保できるよう、無害化処理の実施について検討を

行い、令和４年度に、里塚斎場に保管している残骨灰について、試行的に無害化処

理を行い、令和５年度には残骨灰と併せて集塵灰の無害化処理も行いました。 

  令和６年度より、山口斎場に保管している残骨灰及び集塵灰についても無害化処

理を開始しています。 

無害化処理を終えた残骨については、元々保管していた残骨灰槽へ返還していま

すが、無害化処理により重量は数％以下に減少するため、残骨灰槽の長寿命化にも

繋がっています。 

また、残骨灰の無害化処理の過程では、歯科診療や人工関節などに使用される金、

銀などの貴金属が回収されるため、これらの引取により得られた収入を火葬場の運

営費用に活用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表 3-2-7 無害化処理の結果】 
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問題点 

●各斎場の残骨灰槽には、多量の残骨灰が保管されており、それらは有害物質を含ん

でいます。 

●残骨灰等は日々発生しているため、無害化処理を行わない場合、新たな残骨灰槽の

設置が必要となります。 

●無害化処理の過程で生じる金や銀などの有価金属の引取により得られる収入の使

い道について、遺族への配慮が必要です。 

 

 

今後の考え方  

〇保管されている残骨灰について、計画的に無害化処理を進めていきます。 

〇無害化処理の過程で生じる金や銀などの有価金属の引取により得られる収入につ

いては、引き続き火葬場の整備・運営に活用していきます。 
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３ 墓地と納骨堂 

（１）墓地・納骨堂の供給状況の変化 

ア 民間墓地・納骨堂の供給・安定経営に向けた指導 

 札幌市内には、民間事業者（公益法人）が運営する３つの民間墓地のほか、宗教法

人が檀家などのために設置した寺院墓地や納骨堂が多数あります。（表 3-3-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 札幌市では、民間墓地や納骨堂の適正かつ安定した経営を確保するため、平成 29

年 3 月に札幌市墓地等の経営の許可等に関する条例を制定し、公益法人が経営する墓

地や一定規模以上の納骨堂等の財務状況について、毎年度の報告を義務付けています。 

 また、新規で納骨堂の経営（変更）許可申請があった場合には、法律や財務等に関

する専門家により構成される札幌市墓地等財務状況審議会に意見を聞き、安定的かつ

永続的な経営が可能な内容となっているか審査を行っています。 

 令和４年度には、市内にある納骨堂が競売により土地・建物の所有権を失う事例が

発生し、口頭・文書による指導、立入検査、施設の一部使用禁止命令を行いました。 

 

問題点  

●宗教法人の名を借りて実質的に経営の実権を営利企業が握る「名義貸し」を防止す

る必要があります。 

●民間墓地及び納骨堂は、安定的な運営を維持できなくなると、その利用者が大きな

不利益を被るおそれがあります。 

【表 3-3-1 札幌市内・近郊市町村の墓地・納骨堂の状況】 

出典：「札幌市における墓地等のあり方の検討に向けた基礎調査」（2017 年度） 
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●札幌市墓地等財務状況審議会による調査審議を活用し、適切な指導をしていくこと

が必要です。 

 

 問題点を踏まえた今後の考え方  

○経営（変更）許可申請に対して、安定的かつ永続的な経営が可能かどうか、専門家

の意見を聞きながら、厳格な審査を行います。 

〇安定的かつ永続的な運営を確保するため、安定経営に不安がある事業者への指導を

行います。 

〇経営（変更）許可後一定期間、事業が計画通りに行われているか確認を行います。 

 

イ 合葬墓等への多様化するニーズの高まり 

 札幌市では少子高齢化が進んだことにより、個別埋蔵2式の墓石型に変わり、新しい

形態の墓（合葬墓3や樹木葬4等）への需要が増えてきており、この傾向は今後も続く

と考えられます。（図 3-3-2）。 

 

 
 

 

2 【埋蔵】火葬された遺骨を墓に納骨すること（「墓地、埋葬等に関する法律」における語句使用と

同様）。 

3 【合葬墓】家族以外の方の遺骨も、同一の墓所に埋蔵する墓のこと。 

4 【樹木葬】墓石の代わりに樹木を墓標やシンボルとする墓の形態のこと。 

 

   

    

    

    

    

    

    

    

 

   

    

    

    

    

    

    

         

     

     

     

     

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

      

                                    

【図 3-3-2 札幌市内の墓所販売数・合葬墓の利用実績の推移】 

※2005 年以前の合葬墓の受入実績は不明。 

市営は引取者のない遺骨は除く。 

出典：札幌市 
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 札幌市が運営する合葬墓としては平岸霊

園にある合同納骨塚があります（写真 2-3-

2）。もともと行旅死亡人5や引取者のない遺

骨等を納めるための施設として設けられま

したが、現在は、親族の遺骨を所有する札幌

市民など一定の条件を満たした方が希望す

れば使用できる（遺骨を納めることができ

る）こととしており、その件数は年々増加し

ています。 

 問題点  

●近年の葬送において、従来の墓石型から合葬墓や樹木葬等へのニーズが高まってお

り、当初計画した墓地供給と多様化する市民ニーズとの間に乖離が生じています。 

●現在の合同納骨塚の利用条件は、申込者を親族の遺骨を管理する札幌市民に限定し

ていますが、家族のあり方の多様性の観点から、埋蔵する遺骨の対象範囲の拡大を

検討する必要があります。また、札幌市民として亡くなっても親族の方が市外に居

住しているケースも増加しており、申請者の居住要件等の検討も必要です。 

●埋蔵体数については、行旅死亡人や引取者のわからないケース以外の遺骨の急増に

伴い、第１次計画策定時の予測を上回って推移しているため、近い将来受入可能数

を超過する見込みです（図 3-3-3）。 

 

 
 

 

5 【行旅死亡人】身元が判明せず、引取者のない死者のこと。 

 

     

      

      

      

      

      

      

      

      

      

                                    

   

    

      
      

      

      

      

      

      

      

      

【写真 2-3-2 合同納骨塚】 

【図 3-3-3 合同納骨塚における埋蔵体数の推移（予測）】 

※2025 年度以降は予測値（2024 年度は 4,343 体。過去 5 年間の平均増加数から年 263 体増加と予測） 

※点線は第 1 次計画策定時の予測値 

出典：札幌市 
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 問題点を踏まえた今後の考え方  

○民間墓地経営者と連携し、市民ニーズを踏まえた墓地供給を推進します。 

〇新たな合葬墓を設置するなど市民が引き続き合葬墓を利用できる体制を整備する

とともに、多様化するニーズに対応できるよう、利用希望者の条件や受益者負担の

考え方を整理していきます。 

 

ウ 市営霊園の返還区画の増加 

 近年は市営霊園の墓の管理を引き継ぐ方がいないために、遺骨を合葬墓等へ改葬し、

市営霊園の区画を返還（墓じまい）する方が急増しています。 

 返還によって生じた空き区画については、市有施設活用の観点から、概ね３年ごと

に再公募を行っていますが、一方、札幌市では、昭和 50 年代に民間霊園に墓地の供

給を委ねることを方針として決定しており、空き区画の急増に比例して再公募数を増

やすことは、民間霊園の墓地等の供給（経営）に影響を与えるため、慎重な検討が必

要です。 

  

 

【表 3-3-4 合同納骨塚の利用条件】 

【表 3-3-5 市営霊園の返還区画数】 
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問題点  

●返還による空き区画の増加は、管理料収入の減少につながります。 

●墓地需要が大きく変化する中、今後さらに空き区画が増加する恐れがあります。 

●多死化を迎え埋蔵需要は令和 36 年度（2054 年度）に向けて増加するが、その後減

少傾向となり状況は一変します。 

問題点を踏まえた今後の考え方  

○長期的な札幌市全体の墓地需要と民間霊園等の供給について調査し、民間霊園等も

市営霊園も永続的に持続可能な墓地運営が可能となるよう、市営霊園としての墓地

供給（再公募等）のあり方について検討します。 

 

（２）無縁化が疑われる墓の増加 

 少子高齢社会の進展に伴い、墓の管理を引き継ぐ方が減っており、管理する人がい

ない、もしくは適切に管理されていない墓が増加しています（写真 3-3-6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これまでも無縁化が疑われる墓については、看板設置や戸籍調査等を行い、無縁化

の解消に努めてきました。令和６年末時点で無縁化が疑われる墓は 4,872 件、全区画

のうち約 10.2％となっています（表 3-3-7）。 

 また、令和８年度からは市営霊園の管理料を毎年徴収することとし、墓地使用者と

連絡をとる機会としています。 

 無縁化が疑われる墓は、墓地の荒廃や不法投棄の温床となる一方で、樹木の伐採や

墓石の倒伏防止などを行うには手間と費用を要するほか、解消にあたっては、縁故者

情報の把握に膨大な手間と時間を要することや無縁改葬後の墓石の取扱いが不明確

であることなどが全国的に課題となっています。 

  

【写真 3-3-6 無縁化が疑われる墓の例】 

（市営霊園）                 （旧設墓地） 

【表 3-3-7 無縁化が疑われる墓の割合】（令和６年度末） 
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 問題点  

●無縁化が疑われる墓を放置しておくと、墓石倒壊の危険や周辺区画に悪影響を与え

るだけではなく、市営霊園・旧設墓地全体の景観悪化等が進んでしまいます。 

●新たに無縁化が疑われる墓が発生することを防止する必要があります。 

●無縁墓として整理するには、民法上の扱いや費用負担などについて慎重な検討が必

要です。 

 

 問題点を踏まえた今後の考え方  

○市営霊園及び旧設墓地における使用者の戸籍調査等を引き続き実施し、無縁化が疑

われる墓を解消していきます。 

○毎年の管理料徴収の際に住所変更、相続などの手続きを周知徹底する一方で、宛先

不明となった場合には速やかに戸籍調査を行うなど、無縁化が疑われる墓の発生を

予防します。 

○将来的に管理を引き継ぐ方がいないお墓に関して、墓じまいの啓発を進めていきま

す。 

 

（３）市営霊園の経年化 

 ３か所ある市営霊園は、開設から 40 年以上が経過しており、この３霊園について

は、いずれも札幌市が直営で管理を行っています（表 3-3-8）。 

園路、階段、手すり、雨水桝等のさまざまな構築物の老朽化が進んでおり、令和６

年度に実施した霊園施設健全度調査では、機能に支障が生じる可能性があるもしくは

既に生じている施設は全体の 60.9％となりました。 

最も古くからある里塚霊園管理事務所については、令和 11 年度の供用開始を目指

して建替えを行うこととしています。 
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問題点  

●霊園内のさまざまな構築物の老朽化が進んでおり、今後、機能に支障が生じる可能

性があるもしくは既に生じていると判断された構築物が多数あり、改修のために計

約 24 億円の費用がかかります。 

 

問題点を踏まえた今後の考え方  

○霊園管理事務所に加え、構築物についても、運営及び改修を検討します。 

○改修にあたっては、市民がより安全で利用しやすい霊園を目指し、利用状況や老朽

化状況を踏まえた改修方針を定めます。 

○市営霊園の運営について、より効率的な維持管理・整備等を行っていくために、民

間の活力を活かした運営方法や多面的な活用を検討します。 

  

【表 3-3-8 3 霊園の開設時期等】 

                 

                

                

                  

※平岸霊園は建替時、里塚霊園及び手稲平和霊園は霊園開設後の建築。 
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（４）旧設墓地の維持管理・改修のための支出 

 札幌市内及び市外に 17 か所ある旧設墓地は、明治期に地域の住民により自然発生

的に作られた埋葬6地を始まりとしています（表 3-3-9）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、昭和期に入り地域での維持管理が困難になったことから、札幌市が旧設墓

地の管理を引き継ぐこととなり現在に至っています。昔からある墓を代々継承してい

く方に限り使用を認めていることから、新規の使用者募集は行っていません。 

 

 

 

6 【埋葬】火葬されていない遺体を土中に葬ること（「墓地、埋葬等に関する法律」における語句使

用と同様）。 

【表 3-3-9 札幌市の旧設墓地】 

       

     中            

    中           

               

      中       中 
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 問題点  

●80％以上の旧設墓地使用者が継続使用を希望していることから（図 3-3-10）、廃止

や集約が難しい状況です。 

●札幌市が旧設墓地の管理を引き継いだ際、手続きの未実施や名乗り出なかった方が

いたため、使用者の特定できない未許可墓が存在しています。 

●旧設墓地は、歴史的背景から管理料制度を導入していないため、市営霊園ほどの維

持管理が行えていません。 

●市営霊園と異なる運営を見直すにあたり、土葬体埋葬場所の不明等の課題がありま

す。 

 

 

 

 
 

 

 

 問題点を踏まえた今後の考え方  

○市営霊園の管理料導入後の状況も参考に、旧設墓地の維持管理方法について検討し

ます。 

○使用者が特定できない未許可墓について、看板設置等により解消に努めます。 

  

【図 3-3-10 旧設墓地使用者への「維持管理」に係るアンケートの結果】 

■３霊園への移転希望の有無について ■維持管理に要する財源について 

出典：旧設墓地使用者への「維持管理」に係るアンケート（2020 年度） 
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 第４章 分野別の取組 
 

１ 市民の意識醸成 

（１）ビジョン実現に向けた施策などの全体像 

 

 
 

 

 

 

 

 

葬送に対する
市民の意識

基
本
目
標
 

葬
送
に
つ
い
て
考
 
行
 
す
る
市
民
の
意
識
 
醸
成
し
ま
す

 葬送の 備をすることの意 や必要性を広めます

    の  に葬送の   する とは葬送に関す
る 安   して    り かにする とに が
る とい 考 方 ある と 市民に広   ます 
 葬送の   していたとして 、  な が の 
と  らなけれ 、 が一の時に  てる とがで
きま  ので、  した と   な と  する
 要  、  な  で広報し、 きかけます 
 葬送   するのに 要となる火葬場 墓地の利用
に関する制   組 などの基  識 、  て 
 していきます 

 火葬場・墓地に関する問題と取組への理解を めます

 多死社会の  に  て    化する火葬場 墓地
に関する問題 、し かりと市民に理 して ら た
めの  ・ 発 進めます 
  れらの問題  に向け、  検討する火葬場 墓地
に関する制  運用の変 に る 果  大 に発 
  るため、市民の  的な 用  す 発 進めま
す 

   などが  な た に市民が葬  墓の とで 
する  口 となる葬    墓地経営 、葬送に関す
る支  行    法 などとの連 体制 構 して、市
民への情報発信 行 とと に、市民の葬送に関する意
識醸成  り とへの対応 進めます 

 葬祭関連事業者との連携による取組を進めます

基本
目 

施策の方向性
札幌市が
 える問題

調整中 



38 

 
 

 

 

 

 

  

葬送に対する市民ニーズの  

・アンケート調査   に、市民の葬送に対する意識 
ニーズについて、 新の 向 把握します 

葬送に関する情報提供

・  関連部 等と連 し、市民が める情報にたどり
 ける体制   します 

・広報      ー  ージ等の各種 体  用して
葬送に関する情報 発信します 

・出     ーク ョッ 、  ン等のイ ント 実
施し、対    た情報提供 行います 
・     口 設置し、    に対応します 

問題の解決手法の検討
問題点を踏まえた
今後の考え方

葬送に対する市民の意識

・札幌市の関 部 に加 、民間墓
地経営  葬 関連   等と連
 して、市民への情報提供に め
ていきます 

・  的 い  など、対象   
た情報発信について検討します

・火葬場・墓地の 題  に向けて、
札幌市の取組 市民へ  ・ 発
 行 とと に、市民と札幌市の
間で対 の機会 持 ながら進め
ていきます 

調整中 
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（２）各種取組 

ア 葬送に対する市民ニーズの   

アンケート調査を中心に、市民の葬送に対する意識やニーズについて、最新の動向

を把握します。 

 

■アンケート調査の実施 

 葬送に関するワークショップやサロンなどの各種イベント開催時に、参加者アンケ

ートを行うほか、定期的にインターネットアンケート調査を実施し、市民の葬送に対

する意識や需要を把握します。 

 

■市民ニーズの多様化 

これまでに実施したワークショップにおいて、対話を通じて市民の生の声を収集し

たところ、年齢、性別、家族構成など属性ごとにニーズが多様化している可能性があ

ることが分かりました。これを定量的に調査・分析し、火葬場・墓地に関する施策に

活用します。 

 

イ 葬送に関する情報発信・提供 

終活関連部局等と連携し、市民が求める情報にたどり着ける体制を整備します。 

広報さっぽろやホームページ等の各種媒体を活用して葬送に関する情報を発信し

ます。また、出前講座やワークショップ、サロン等のイベントを実施し、対話を通じ

た情報提供を行います。 

 

■終活ネットワーク 

葬送については、家ごとにしきたりや価値観があり、他でどのように葬送が行われ

ているかを知る機会は多くないため、不安に感じている市民もいます。また、終活を

したいと考え、積極的に情報を集めている市民もいます。 

札幌市では、市民が必要とする情報にたどり着けるように、令和６年度に庁内関係

部局が幅広く参加する「終活ネットワーク」を構築しました。 

 今後は、庁内の参加部署を拡充し、より多くの部門が協力して終活支援を行う体制

を整えるとともに、業界団体などの民間組織との連携を進めながら、市民に情報を提

供する体制を充実させていきます。 
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■ターゲットを絞った情報発信 

 若者はホームページや SNS 等の広報媒体に接する機会が多い一方で、高齢者は新

聞や広報さっぽろ等から情報を得ることが多いことから、対象に合わせて適切な広報

媒体を選択・活用し、効果的な情報発信を行います。 

 比較的若い世代が関心を持つような企画について検討を行います。 

 

■火葬場・墓地に関する周知・啓発・対話 

 火葬場・墓地に関する課題を解決していくためには、市民にもその内容をしっかり

と理解してもらい、協力してもらうことが必要です。そのため、今後の社会状況の変

化によって起こる問題、火葬場や墓地等のあり方・制度、葬儀などの準備に必要な情

報等について周知していきます。 

 成果指 7   

 
 

 参考指 8   

◼ 出前講座 

 
 

 スケジュール  

 

 

  

 

7 【成果指標】基本構想に掲げる基本目標の実現に向けて、具体的な取組を実践し、その進捗状況 

を把握するための目標として成果指標を設定する。 

8 【参考指標】運営計画対象期間において、成果指標を補足し、それぞれの取組状況を確認するた 

め、参考指標を設定する。 

           

                     

          

         

                     

   

【参考指標達成に る寄与】 

出   の実施に り、札幌市の火葬場・

墓地の取組への理 、 らなる取組の推進

に がる  

【成果指標達成に る将 的な 果】 

  イ ントの参加 数 増 す とで、

葬送について し合い、自分 として考

 、行 する が増 、   が抱 てい

る葬送に関する 安 取り除  とに 

がる  

調整中 

調整中 
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２ 多死社会に対応した火葬場 

（１）ビジョン実現に向けた施策などの全体像 

 

 

 

 

 

 

 

調整中 
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調整中 
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（２）各種取組 

ア 里塚斎場の建替・改修手法 

 老朽化が進む里塚斎場の整備について、建替時期や建替場所、火葬炉数や特別控室

等の付帯設備など火葬場の規模を選定します。また、事業方式の検討、建替費用の精

査を行い、整備計画を策定します。 

 

■里塚斎場の再整備 

令和 2 年度（2020 年度）には、里塚斎場の３つの整備手法について比較検討を行

いましたが、その後、火葬場予約システムの導入や友引開場の検討など、状況が大き

く変わってきたことから、令和５年度（2023 年度）には、必要となる火葬炉数を見直

し、改めて「①敷地外隣接地への建替」「②現地での建替」「③現火葬場の改修・増築」

のそれぞれの手法の比較検討を行いました。 

主に「諸室構成」「建設候補地の状況」「事業の競争性」「概算費用」の４点で比較を

行ったところ、最適な整備手法は「敷地外隣接地への建替」という結果となりました。 

今後、周辺地域住民の理解を得ながら、事業方式の検討や建替費用の精査などを含

めた詳細な検討を行い、整備計画を策定します。 

 

■構造上の不具合の解消 

再整備にあたっては、火葬件数が増えた場合にも待合ロビーの混雑や収骨待ち、会

葬者の同線の交錯といった問題が生じないような構造の検討を行います。 

 

 
 

 
 

 

【表 4-2-1 里塚斎場の主要評価項目の比較検討】 

出典：令和５年度「令和５年度里塚斎場整備手法検討業務」から抜粋 
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 参考指   

 

 
 

 スケジュール  

 

 
 

イ 山口斎場の大規模改修手法の検討 

 費用、工期、市民の利便性を踏まえた実現可能性を考慮しながら、山口斎場の大規

模改修手法について検討します。 

 大規模改修とその後の運営手法について、PFI 事業による実施を検討します。 

 

■大規模改修手法の検討 

山口斎場は第２期 PFI 事業の終了時期には供用開始から 30 年が経過することにな

り、機械設備や電気設備のほか、火葬炉についても更新を行う大規模改修が必要とな

ります。 

 令和４年度に行った「令和４年度山口斎場譲渡前検査等調査業務」では、このよう

な大規模改修を行うにあたっては、最大２年間施設を休場して実施することが想定さ

れていますが、火葬件数の増加により里塚斎場１斎場のみで対応を行うことは厳しい

状況です。 

そのため、令和 16 年（2034 年）頃に供用開始予定の新里塚斎場及び現里塚斎場を

同時運用する期間を設けることや山口斎場の大規模改修を全面休場ではなく半面休

場することなどの手法について、費用、工期、市民の利便性や里塚霊園内の混雑等を

踏まえた実現可能性を考慮しながら総合的に検討を進めます 

 

     整     

                     

       

  
        

                            
               

    
整     

      
       
      
整           

                  

      調    調整    調整   

【参考指標達成による寄与】 

里塚斎場の今後の整備計画を策定

することで、安定的な火葬体制の

構築に繋がる。 
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■大規模改修とその後の運営手法 

第１期 PFI 事業では、施設の建設・運営・維持管理を PFI 事業として一括で発注す

ることにより、工期の短縮、水準の高い維持管理、財政支出の削減・平準化が実現し

ました。 

また、札幌市 PPP/PFI 優先的検討指針では、公共施設等の整備事業において、整

備に係る総事業費が 10 億円以上など、一定の条件に該当する場合は、PPP/PFI 手法

の導入を優先的に検討することとしています。 

そのため、大規模改修とその後の運営の手法についても、PFI 事業による実施を検

討していきます。 

 

 参考指    

 

 
 

 スケジュール  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考指標達成による寄与】 

山口斎場の大規模改修手法を決定

することで、安定的な火葬体制の

構築に繋がる。 
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ウ 火葬場の広域利用についての協議 

 火葬場の広域利用について、引き続き近隣 11 市町村等との協議を進めていきます。 

 

■各自治体との情報共有 

 令和４年度より行っている「火葬場の広域利用に関する検討会議」について、今後

も毎年開催します。その中で、各自治体の火葬場の大規模修繕や災害等非常時におけ

る協力体制について、引き続き協議をします。 

 

■北広島市・石狩市との取組 

北広島市、石狩市とは、２市の火葬場運営の方向性や今後の火葬需要について個別

会議を開催するなどして情報共有を密にし、今後の札幌市の火葬場利用の枠組みを検

討していきます。 

 

 参考指   

 
 

 スケジュール  

 
 

 

      中           
          

                     

                    

【参考指標達成による寄与】 

各市町村の火葬場の課題について

の情報共有を継続して実施し、協

力・連携を進める。 
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エ 残骨灰等の無害化処理 

 残骨灰及び集塵灰の無害化処理について、計画的に処理を進めていきます。 

 無害化処理の過程で生じる有価金属の引取により得られる収入を火葬場の整備・運

用に活用します。 

 

■残骨灰等の発生量、処理量 

残骨灰については、本市の火葬場では、１施設あたりの年間約 10ｔ発生します。今

後は、これまでに保管されている残骨灰と合わせて、順次無害化処理を行います。 

 一方で、一度に大量の処理を行うと入札に参加可能な処理業者が限定されてしまう

可能性もあることから、競争性を確保可能な範囲内で処理を進めていくことが望まし

いと考えられます。 

 

■有価金属の引取により得られる収入の活用 

 金や銀など残骨灰の無害化処理の過程で得られる有価金属の引取により得られる

収入を火葬場の整備・運営に活用して、サービスの維持・向上を図ります。 

 

 

参考指   

 

 
 

 スケジュール  

 

 
 

  

       中        

                     

      

  
        

                            
               

             

     

【参考指標達成による寄与】 

残骨灰等を無害化処理すること

で、生活環境保全上の安全・安心が

確保される。 
調整中 
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（３）成果指 の設定及び参考指 のまとめ 

■ 成果指 の設定 

第１次計画においては、基本構想で掲げる基本目標「多死社会においても安定運

営可能な火葬場」の実現に向けて、火葬場予約システムの導入や友引開場の実施を

重点項目に位置付け取り組むこととし、その結果として「火葬場入場前の車内待ち

時間の抑制」につながることから、これを成果指標としました。また、令和６年度

（2024 年度）には、目標値である 30 分以内を達成しました。 

第２次計画においては、施設の更新等が主な取り組みとなるため、短期的に火葬

場の混雑緩和に繋がる取り組みはありません。しかしながら、将来に渡ってこのサ

ービス水準を維持し続けることを目指すことが「多死社会においても安定運営可能

な火葬場」に繋がることから、第２次計画においても同じ数値を成果指標とします。 

 

 成果指   

火葬場予約システムの導入により短縮された火葬場入場前の車内待ち時間につ

いて、火葬件数が増加していく中でもサービス水準を維持します。 

 

 
 

〈成果指標達成による将来的な効果〉 

  「車内待ち時間の抑制」を目指すことで、火葬件数の平準化、火葬場の混雑緩

和が進みます。また、将来的に火葬場を建て替える時には、最小限の火葬炉数で

設計することが可能となり、職員数の配置も一定に近づくなど、火葬場運営の効

率化に繋がります。 

 

調   
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■ 参考指  

 
 

  

                 

        整  
           
           
    

     整                 

           
           
           
    

            
   

            
   

           
           
           
      

      中     
             
   

            
   

           
           
           
   

       中     
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３ 少子高齢社会に対応した墓地 

（１）ビジョン実現に向けた施策などの全体像 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調   
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調   
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（２）各種取組 

ア 民間墓地・納骨堂に対する指導等 

 民間墓地経営者と連携し、市民ニーズを踏まえた墓地供給を推進します。 

 また、納骨堂の安定的かつ永続的な運営を確保するため、安定経営に不安がある事

業者への指導を行います。 

 

■市民ニーズに対応した墓地供給の推進 

 市民へのアンケート調査実施などによる多様化する市民ニーズの把握に努めると

ともに、毎年度定期的な民間墓地経営者との打ち合わせ等による連携を行い、市民ニ

ーズを踏まえた墓地供給の推進に取り組みます。 

 

■民間墓地と納骨堂の安定経営に向けた指導 

 札幌市では、「札幌市墓地等の経営の許可等に関する条例」に基づき、附属機関とし

て、札幌市墓地等財務状況審議会（以下、審議会という。）を設置しています。この審

議会を活用して、経営（変更）許可申請があった場合には、厳格な審査を行い、許可

後は一定期間、事業が計画通りに行われているか確認を行います。また、公益法人が

経営する墓地や、一定規模以上の納骨堂の財務状況を調査審議し、安定経営に不安が

ある事業者に対し、改善に向けた指導を行います。 

 

 参考指               

 

 
 

 スケジュール  

 

 

               
           

                     

       

【参考指標達成に る寄与】 

民間墓地・納骨堂が 要な経営状況報告 

行  とで、適切な指導 行  とが可能

となり、市民が安 して利用できる民間墓

地・納骨堂の維持に がる  

調整中 
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イ 新たな合葬墓の設置 

現在の合葬墓は近い将来受入可能数に達する見込みであることから、新たな合葬墓

を設置します。供用開始に伴い、第１次計画に引き続き利用条件の見直しを行い、導

入を目指します。 

また、安定経営に向けた料金体系を検討します。 

 

■利用条件の見直し 

 第１次計画において、市民ニーズを踏まえ、「札幌市民として亡くなった方の遺骨」

等の受け入れに向け、利用条件の見直しを検討しました。第２次計画においては、詳

細な条件等について引き続き検討を行い、導入を目指します。 

 

■安定経営に向けた料金体系 

新たな合葬墓の設置費用等を踏まえて、持続可能な合葬墓の実現が可能な料金体系

を目指します。 

 

 参考指              

 
 

 スケジュール  

 

 
 

 

 

  

          

                     

     

【参考指標達成に る寄与】 

社会情勢 加味し、 札幌市民のため

のお墓 としての一端 担   
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ウ 墓地需要予測の実施と市営霊園墓地供給（再公募）のあり方

検討 

 長期的な札幌市全体の墓地需要等について調査し、民間霊園等及び市営霊園の双方

が将来にわたって安定した経営を行えるよう、市営霊園としての墓地供給（再公募等）

のあり方を検討します。 

  

■市民ニーズの変化 

 個別埋蔵式の墓石型から、合葬墓や樹木葬等の形態のお墓へニーズが変化しており、

札幌市営霊園においても区画を返還（墓じまい）する方が急増しています。また、平

岸霊園合同納骨塚は第１次計画策定時の予測を大きく上回る利用となっています。民

間霊園においては、あらかじめ墓石の撤去や合葬墓への改葬を組み入れた期限付墓地

や樹木葬墓地などを設けるところも出てきています。 

 

■墓地需要予測 

 直近では平成 29 年度に墓地需要予測を行っていますが、高齢化、核家族化のより

一層の進展などに伴う上記市民ニーズの変化等により、大きく乖離が生じている可能

性があるので、第２次計画では改めて長期的な札幌市全体の墓地需要及び民間霊園等

の供給について調査を実施します。 

 

■市営霊園の役割 

 札幌市では、昭和 16 年（1941 年）に平岸霊園を開設し、昭和 59 年（1984 年）に

里塚霊園の最終公募に至るまで墓地供給を行ってきました。その後は、用地や財源の

確保が困難なため、民間霊園に墓地供給を委ねてきましたが、一方で、市営霊園の返

還された区画については、市有施設の有効活用の観点から再公募を実施してきました。 

 近年、返還区画が急増していますが、空き区画の急増に比例して再公募数を大きく

増やすことは、民間霊園の墓地等の供給（経営）に影響を与えるため、民間霊園等及

び市営霊園の双方が将来にわたって安定した経営を行えるよう、市営霊園としての墓

地供給（再公募等）のあり方について検討します。 

 参考指   

 

【参考指標達成に る寄与】 

墓地需要予測の実施に り、需要に合わ 

た墓地供給のあり方の検討が可能になる  
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 スケジュール  

 
 

  

  
        

                            
               

       
       
  

     
     

      調    調整    調整   
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エ 市営霊園及び旧設墓地の無縁墓への対応 

市営霊園及び旧設墓地における使用者の戸籍調査を引き続き実施し、無縁墓の解

消に努めるとともに、墓じまいの啓発により、無縁墓の発生を予防します。 

 

■無縁化が疑われる墓地使用者の戸籍調査継続 

 無縁化が疑われる墓地について、使用者と連絡が取れない場合は戸籍調査により現

住所や縁故者の有無を調べるなど、図 4-3-1 に示すフロー図に沿った確認を継続して

行います。 

 

■無縁墓の解消手順整理・試行・実施・予防 

 上記の調査等によって無縁と認定した墓の改葬方法や墓石の撤去手順等を検討・整

理し、試行の後、実施していきます。また、手続きに関する通知文の定期送付、市営

霊園及び旧設墓地における注意喚起看板の設置、墓じまいの啓発など、新たな無縁墓

の発生を予防するための取組を推進します。 

 

■無縁改葬実施後の区画について 

 無縁墓を改葬・撤去した後の区画について、「エ 墓地需要予測の実施と市営霊園墓

地供給のあり方検討」の中で併せて検討していきます。 

 成果指   

 
 

 スケジュール  

 

 

【成果指標達成に る将 的な 果】 

無縁化疑いの墓の  に る収支改善 無縁

墓跡地の   用、並びに無縁墓跡地 含め

た施設等の環境改善に がる  
調整中 
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TELなし（繋がらず） 

調査開始 

返戻 

手紙送付 
到着 

終了 

電話連絡 
TELあり 

住所変更の案内 

相続の案内 
官報公告・無縁 
公告の看板設置

(官報 1年･看板 1年) 
 
 

戸籍調査

の継続 

縁故者 

判明 

縁故者無 

連絡 
連絡有 

連絡無 

承継意思

の確認 

使用許可取消 

無縁改葬 

墓石の処理 

空き区画の再公

募等による活用 

意思無 

終了 
意思有 

戸籍調査・ 

看板設置 

住所判明 本人死亡、同一 

戸籍に親族あり 

 

本人死亡、同一 

戸籍に親族なし 

戸籍不明 

 

 

有縁 

無縁 

【図 4-3-1 無縁墓認定及び無縁改葬等に係るフロー図】 
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オ 市営霊園の運営・改修・機能の統廃合 

里塚霊園管理事務所について、令和 11 年度（2029 年度）の供用開始を目指して

建替を行います。その他の管理事務所についても、利用状況や施設の老朽化状況を

踏まえた運営及び改修を検討します。 

また、他都市の運営手法も踏まえながら、業務改善やサービスアップを目指すと

ともに、市民がより利用しやすい霊園となるよう、市営霊園の多面的な活用につい

ても模索します。 

 

■霊園内の改修や霊園機能の統廃合の検討 

 手稲平和霊園管理事務所について、建替や統廃合を検討します。また、市営霊園利

用者の利便性向上のため、市営霊園の段階的なバリアフリー化について検討します。 

 

■市営霊園の多面的な活用の検討 

 墓地としてだけではなく、多くの市民が利用できるよう、空き区画を活用した憩い

の空間の創出や景観向上等について検討を進めます。 

 

■効率的な維持管理及びサービス向上を目的とした運営手法の検討 

令和元年度（2019 年度）に、民間事業者のアイデアの把握、指定管理者制度やＰＦ

Ｉ等の導入可能性を調査するため「サウンディング型市場調査9」を実施しました（表

4-3-2）。 

令和３年度に行った調査では、大都市公営葬務事業協議会に参加している 21 市（札

幌市含む）のうち、11 市が指定管理者制度を導入しており、樹木管理等が迅速にな

り、園内が綺麗になるなどのメリットがあることが分かりました。 

今後、霊園ごとの業務量や必要人員を精査したうえで、指定管理者制度及び PFI 制

度導入による市営霊園の運営について、より具体的に検討を進めます（表 4-3-3）。 

 参考指               

 

 

9 【サウンディング型市場調査】民間事業者から広く意見、提案を求める市場調査で、事業を検討 

するにあたり民間事業者との対話を通じ、利活用の方向性、市場性の有無に向けたアイデアを得るこ 

とで、幅広い検討を可能とするもの。 

【参考指標達成に る寄与】 

市営霊園の改修に り、墓地利用 の利便

 が向上する  
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 スケジュール  

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表 4-3-2 サウンディング型市場調査の主な結果について】 
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 参考指   

 
 

 スケジュール  

 

  

【表 4-3-3 指定管理者制度等を導入した際の比較イメージについて】 

【参考指標達成に る寄与】 

 り良い運営手法 導入する とに り、墓

地利用 の利便  運営 率の向上が見込

める  
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カ 旧設墓地の管理方法 

安定的かつ永続的な運営を継続するとともに、使用者が特定できない未許可墓の 

解消に努めます。 

 

■未許可墓の解消 

 墓参者に対しての案内看板の設置等により、使用者が特定できない未許可墓の解消

を図ります。 

 なお、未許可墓の使用者から申出があった場合は、申請書類の提出を求め、使用許

可等の手続きを進めます。 

 

■管理料制度導入の検討及び導入に向けた課題整理 

 安定的な旧設墓地の維持管理を実現するため、市営霊園の管理料導入後の状況も参

考に、旧設墓地の維持管理方法について検討します。 

 

 参考指    

 
 

 スケジュール  

 

 
  

【参考指標達成に る寄与】 

旧設墓地の維持管理方法  定する とで、

使用 が安 して利用できる墓地の維持に

 がる  
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（３）成果指 及び参考指 のまとめ 

１ 成果指  

無縁墓の問題は、近年の墓地行政において重要かつ喫緊の課題となっていま 

す。そのため、無縁墓等の割合を減らすことは墓地利用者の利便性向上や安心安 

全に繋がると考えています。さらには安定的かつ効率的な運営に寄与する種々 

の将来的な効果も期待できることから、墓地に関する取組の成果指標としました。 

 

 
 

２ 参考指  

 

                 

           
           
           
           
           
           
    

             
             

            
   

           
           
         

                   

           
           
           
     

                  

           
           
           
           
        

           
    

             
     

           
           
    

       
             
    

           
           
           
         

       
             
    

           
           
           
          

             
 

         

〈将 的な 果〉 

無縁墓区画の  に る収支改善 無

縁墓跡地の   用、並びに無縁墓跡地

 含めた施設等の環境改善に がる  
調整中 


